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交 、 本 多 ク 


新興 国 に お ける 急速 な 産業 の 発展 や 人 口 増加 な ど 今後 も 、 新 た な 時 代 の 社会 課題 を 的 確 に 捉え 、 お 客 様 
に 伴う 環境 悪化 リス ク の 懸念 、 先進 国 に お ける 高齢 化 の | 期待 と 信頼 ] に 応え て 課題 を 解決 し て いく た め に は 
の 進展 に 伴う 労働 人 口 の 減少 に 加え 、 航 空 ・ 物 流 綱 世の中 の 変化 に タイ ムリ ー に 応え 、 新 た な 付加 価値 を 
の 発達 や イン ター ネッ ト の 普及 に より グロ ー バ ル 化 が 届け る こと が 必要 と 考え て いま す 。 そこ で 、2030 年 に 
進む 中 で 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス に よる パン デミ ッ ク の 目指 すべ き 企 業 像 と し て 、「 つ ぎの 社会 へ 、 信 頼 の こ た 





発生 に より 、 い ま 世 界 は 激動 の 変革 期 を 迎え て いま す 。 
そし て 、 わ た し た ちの ライ フス タイ ル や ビジ ネス スタ イル 
な ど 、 従 来 の 価値 を あら た め て 問い 直さ な けれ ば いけ 
な い 機 会 に 直面 し て いま す 。 

当社 グル ー プ は 1896 年 の 創立 以来 、120 年 以上 に 
わた り 、 陸 ・ 海 ・ 空 の 幅広 い 事 業 分 野 で 、 も の づく り を 
通じ て 高い 技術 ・ 知 見 を 培っ て きま し た 。 それぞれ の 
時 代 に お いて 、 最 先端 の 技術 を ベー ス に さま ざま な 価値 
を 提供 し て きま し た が 、 常 に 世界 の 人 々 の 多様 な 要望 に 
応え る 製品 ・ サ ービス を 時 代 の 変化 に 合わ せ て 提供 し 、 
お 客 様 と 社会 の 可能 性 を 切り 拓く 力 に な る こと が 、 
当社 グル ー プ の 掲げ る ミッ ショ ン 「 世 界 の 人 々 の 豊か な 
生活 と 地球 環境 の 未来 に 頁 献 する "Global Kawasaki"」 
の 実現 に 繋が る も の と 確信 し て いま す 。 


え を 」 と いう ビジ ョ ン を 制定 し まし た 。 この 言葉 に は 
「 刻 々 と 変わ る 社会 に 、 革 新 的 な ソリ ュー ショ ン を タイ ム 
リー に 提供 し 、 希 望 ある 未来 を つく っ て いく 」、「 さ きま 
ざま な 枠 を 超え て スピ ー デ ィ ー に 行動 ・ 挑 戦 す る こと 
で 、 自 ら の 可能 性 を 拡げ 成長 し 続け て いく 」 と いう 
意味 が 込め られ て いま す 。 

常に お 客 様 と と も に 迅速 に ソリ リュ ーション を 考え 、 
行動 し て いく こと で 、 自 分 た ち が 社 会 の 「 カ ワ る 、 サ キ 
へ 。」 を 体現 する と と も に 、 こ れ ま で 以上 に グロ ー バ ル 
展開 を 進め て 事業 の 成長 を 図る こと で 、 コ ンプ ライ ア 
ンス や 企業 の 社会 的 次 任 (CSR) を 果たし な が ら 、 
世界 中 の 人 々 か ら 信 頼 さ れる 企業 を 目指 し て まい り ま す 。 
引き 続き の ご 支援 を 賜り ます よう お 願い 申し 上 げ ま す 。 
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川崎 重工 グル ー プ は 、 


航空 字 宙 シス テム 、 エ ネル ギー・ 環 境 プ ラン ト 、 

精密 機械 ・ ロ ボッ ト 、 交 通 ・ 輸 送 と いう 

多彩 な 領域 で 高度 な 技術 力 を 発揮 する と と も に 、 
領域 を 超え た シナ ジー の 追求 に より 、 

新た な 価値 を 創造 。 地 球 環境 と の 調和 を 図り な が ら 、 
より 豊か で 美しい 未来 社会 の 実現 を 目指 し ます 。 


ミッ ショ ン 
ステ ー ト メン ト の 
構成 
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世界 の 人 々 の 豊か な 生活 と 地球 環境 の 未来 に 貢献 する 

“Global Kawasaki" 

川崎 重工 グル ー プ は 、 広 汎 な 領域 に お ける 高度 な 総合 技術 力 に よっ て 、 地 球 環境 と の 
調和 を 図り な が ら 、 豊 か で 美しい 未来 社会 の 形成 に 向け て 、 新 た な 価値 を 創造 し ます 。 

































































カワ サキ バリ ュー 

@ 多様 な お 客 様 の 要望 に こたえ る 
⑯ テク ノロ ジー の 頂点 を 目指 す 
@ 独自 性 ・ 革 新 性 を 追求 する 


グル ー プ 経営 原則 

① 高 機能 ・ 高 品質 で 安全 な 製品 ・ サ ービス を 世界 の 人 々 に 提供 する 。 
② 社会 的 責任 を 認識 し 、 地 球 ・ 社 会 ・ 地 域 ・ 人 々 と 共生 する 。 

③ 労使 の 信頼 を 企業 文化 と し 、 プ ロー バル に “人 財 ” を 育成 ・ 活 用 する 。 

④ “選択 と 集中 " 、" 質 主 量 従 " "リス クマ ネジ メン ト ”" を 指針 と し 企業 価値 向上 を 図る 。 
グル ー プ 行動 指針 

① グロ ー バ ル で 長期 的 な 視点 に 立つ 。 

② 困難 な 課題 に 挑戦 する 。 

③ 目標 の 実現 に 向け 、 最 善 を 尽く す 。 

④ 社会 と 人 々 か ら 信 頼 さ れる 企業 人 と な る 。 

⑤ 自主 独立 の プロ フェ ッ シ ョ ナル と な る 。 

⑥ 誇り と 喜び を 共有 する 、 カ ワサ キ の よき メン バー と な る 。 












つぎ の 社会 へ 、 信 頼 の こたえ を 


Trustworthy Solutions for the FutUre 


グル ー プ ビジ ョ ン 


2030 





川崎 重工 は 、 刻 々 と 変わ る 社会 に 、 革 新 的 な ソリ ュー ショ ン を タイ ムリ ー に 提供 し 、 
希望 ある 未来 を つく っ て いき ます 。 
そし て 、 さ まぐ ざま な 枠 を 超え て スピ ー デ ィ に 行動 ・ 挑 戦 す る こと で 、 
自ら の 可能 性 を 拡げ 成長 し 続け て いき ます 。 


New Values 





挑戦 の DNA で 
フロ ンティア を 切り 拓く 


世界 が 直面 する 課題 に 
革新 の こたえ を 


梓 を 超え 、 成長 し 続け る 
創造 的 な 挑戦 者 に 


【 Kawasaki が 注力 する 3 つの フィ ー ル ド 】 





リモ ー ト 社会 ea 環境 ソリ ュー ショ ン 
医療 ・ ヘ ルス ケア 、 災 害 対応 、 新しい モビ リティ に よる 水素 を は じ め と する 
新しい 働き 方 ・ く らし 方 の 提案 人 と モノ の 移動 を 変え る 脱 記 素 化 へ の 取り 組み 





較 NMMUUUUUUUAWWW 





手術 支援 ロボ ッ ト 「hinotori"」 
(メデ ィ カ ロイ ド ) 





無人 コン パウ ンド ・ へ リコ プター 
「K-RACER] 


世界 初 の 液化 水素 運搬 船 
「 す いそ ふろ ん て いあ]」 





ーーー 
、 全 を 
か ーー し 


自動 PCR 検 査 ロ ボッ トシ ステ ム 国内 最大 の 液化 水素 貯蔵 タン フク 


(神戸 空港 島 ) 


配送 ロボ ッ ト 


1975 年 わが国 二 輸 車 ・ 四 輸 車 業界 の トッ プ を 切っ て 、 ア メリ カ で 二輪 車 の 
現地 生産 を 開始 。 さ ら に 、1986 年 か ら は 鉄道 車両 も アメ リカ で 


1878 年 川崎 正蔵 が 西洋 型 船 の 建造 を 目的 と し て 「 川 崎 築 地 造 船 所 」 
(東京 ) を 開設 (当社 の 創業 ) 。 1886 年 に は 、 事 業 規模 を 拡大 し て 



































「 川 崎 造 船 所 」 (神戸 ) を 開設 し まし た 。 現地 生産 を 開始 し まし た 。 
1896 年 (株) 川崎 造船 所 を 創立 。 松 方 幸次 郎 が 初代 社長 に 就任 し まし た 。 1989 年 世界 最長 の 吊橋 (当時 ) 、 明 石 海峡 大 橋 主 塔 工 事 を 受注 (1998 年 
E 国産 初 の 産業 用 ロボ ッ 据 記 多 喧 開通 ) 。 
1906 年 兵庫 工場 を 開設 。 機 関 車 、 貨 容 車 、 さ ら に 橋桁 の 製作 を 開始 し ま 1969 和 の 理 略 ロッ ト 1972 年 モー ター サイ クル 








し た 。 こ の 年 、 造 船 所 で は 船 の 主機 関 と し て 蒸気 ター ビン の 製造 1991 年 。 英 仏 海峡 海底 鉄道 トン ネル の 掘削 で 、2 基 の トン ネル 掘削 機 が 


も 開始 し て いま す 。 予定 より 8 ヵ月 も 早く 同 トン ネル を 買 通さ せま し た 。 


トコ 
ne 1996 年 創立 100 周 年 。 











創業 者 川崎 





1918 年 兵庫 工場 に 飛行 機 科 を 設置 し 、 航 空 機 の 製造 に 着手 。 そ の 後 、 








新た に 航空 機工 場 を 開設 、 日 本 初 の 全 金 属 製 飛 行 機 を 完成 させ 、 - 
今日 の 礎 を 築く こと に な り ます 。 ーー ピー 2001 年 。 社内 カン パニ ー 制 と 執行 役員 制 を 導入 。 
) ス ター ビン 発電 設備 メン ト プ ラ ェ 
1919 年 船舶 部 門 を 分 離し て 川崎 汽船 (株 ) を 設立 。 Se 。 ご 2002 年 船舶 部 門 を (株 川崎 造船 と し て 、 精 機 部 門 を (株 ) カ ワサ キ プ レ シ 


ジョ ンマ シナ リ と し て 分 社 独立 。 



































1928 年 兵庫 工場 を 分 離し て 、 川 崎 車輌 (株 ) を 設立 。 





2003 年 破砕 機 事 業 部 門 が (株 ) ア ー ス テク ニカ と し て 分 社 独立 。 


1937 年 飛行機 部 門 を 分 離し て 、 川 崎 航 空 機工 業 ( 株 ) を 設立 。 (株 ) 神戸 製 鋼 所 と の 統合 ) 


< 1939 年 川崎 重工 業 ( 株 ) と 社名 変更 。 2005 年 プラ ント 部 門 を カワ サキ プラ ント シス テム ズ ( 株 ) と し て 分 社 独立 。 





1979 年 BK117 型 へ リコ プター 


に ーー 語 対 還 。。 1950 年 製鉄 部 門 を 分 離し て 、 川 央 製 氏 ( 株 ) を 設立 。 切 生 2006 年 環境 部 門 を カワ サキ 環境 エン ジニ アリ ング (株 ) と し て 分 社 独立 。 
1922 年 当社 初 の 人 空 1926 年 市 の 永代 を 和 作 事業 の 拡大 と と も に 、 車 両 、 航 空 機 、 製 鉄 部 門 が 相次い で 独立 し 、 
(ご 式 一 型 偵察 機 ) 完成 

それ ぞ れ の 分 野 で 確固 た る 地歩 を 築き まし た 。 

















2007 年 _ カワ サキ プラ ント シス テム ズ (株 ) と カワ サキ 環境 エン ジニ アリ ン 
グ (株 ) が 合併 。 


1966 年 ボイラ 、 粉 砕 機 、 運 搬 機 械 な どの メー カー で あっ た 横山 工業 (株) 
2010 年 川崎 重工 、 川 崎 造 船 、 カ ワサ キ プ レ シ ジ ョ ンマ シナ リ 、 カ ワサ キ プ 






















































































を 合併 。 
ラン トシ ステ ムズ の 4 社 が 再 統合 。 
こ 1969 年 川崎 重工 ・ 川 崎 車輌 川崎 航 空 機 の 3 社 が 再び 合併 。 陸 ・ 海 ・ 空 に 1981 年 わが 国 初 の LNC 運 扱 船 を 引渡 し ニッ 、 
1933 年 「 六 甲 号 ] 乗 用 車 の 1934 年 中 国 に 「 あ じ あ 号 ] 事業 を 展開 する 総合 アシ セス テム エン ジニ アリ ング 企業 と し て の 基 盤 2020 年 ディビジョン 制 を 導入 。 
製作 販売 を 開始 パシ ナ 形 蒸気 機関 車 を 納入 を 固め まし た 





川崎 重工 は いま 、 多 彩 な 技術 を 保有 する 企業 集団 と し て 
1972 年 汽車 製造 (株 ) を 合併 。 鉄 道 車両 分 野 で わが 国 ト ッ ルプ メ ー カ ー の 絶え 間 な い 歩 み を 続け こい ます 。 


座 を 確保 する と と も に 、 都 市 ご み 焼 却 プ ラン ト の 分 野 に も 事業 を 

















広げ まし た 。 
レー に まで ーー て. = ー ed い さ LNy 
941 年 「 飛 燕 ] 戦 闘 機 の 1991 年 英 仏 海峡 海底 鉄道 1998 年 明石 海峡 大 橋 開 通 
生産 を 開始 トン ネル 掘削 機 、 掘 削 に 成功 





株 式 会 社 川 崎 造 船 
株 式 会 社 カ ワサ キ プ レ シ ジ ョ ンマ シナ リ 川崎 重 エ グル ー プ 
カワ サキ プラ ント シス テム ズ メ ズ 株 式 会 社 

カワ サキ 環境 エン ジニ アリ ング 株 式 会 社 





> 川崎 車輌 株 式 会 社 
川崎 航空 機工 業 株 式 会 社 
川崎 重工 業 株 式 会 社 と 社名 変更 


川崎 築地 造船 所 創設 (当社 の 創業 ) 3 社 合併 















































1878 1896 1919 1928 1937 1939 1950 1966 1969 1972 2002 深 2003 深 2005 才 2006 2009 川崎 重工 業 株 式 会 社 





株 式 会 社 ア ー ス テク ニカ 
川重 冷熱 工業 株 式 会 社 








株 式 会 社 川崎 造船 所 創立 3 横山 工業 株 式 会 社 合併 汽車 製造 株 式 会 社 合併 日 本 飛行 機 ( 完 全 子会社 化 ) に 
い Cg 川崎 製鉄 株 式 会 社 一 一 > JFE ブル ー プ 5 
船舶 部 門 分 離 川崎 汽船 株 式 会 社 建設 機械 部 門 分 離 


株 式 会 社 KCM 一 一 一 > 日 立 建 機 グ ルー プ 


/ os / 6 







WS CO: eK 4 


水素 社会 の 未来 を 切り 拓く 
カワ サキ の テク ノロ ジー 


hp 





40 ア 40 に ゴビ 』【x あ 』 有 4| 導き 
を 行い な が ら 、 日 衰 パイ ロッ ト 水 序 





























| 1] ー 二 に ーー この に ーー ニーー- - ー こ 」 ん l uM 1 る 
水素 液化 シス テム * 液化 水素 運 ー 4 水素 ガス ター ビン 


水素 を ~- ブ ぐ く と で 水素 を -) か つ 


1 /8000 に 体積 を 縮小 し て 輸送 
海外 の 未 利用 資源 か ら 製造 され た 大 量 の 水素 を -ー253 て 
まで 冷却 し て 液化 、 体 積 を 1/800 に 縮小 し て 、 安 全 に 効率 
よく 日 本 へ 運 於 た め に 、 世界 初 の 液化 水素 運搬 船 の 開発 
に 取り 組ん で いま す *。2020 人 年 度 に 実証 船 の 建造 を 完了 し 、 
さら な る 大 型 化 に も 取り 組ん で いま す 。 






























1007 水素 に よる 発電 


環境 負荷 を 低減 する ガス ター ビン 発電 の 実用 化 を 目指 し て 、 
独自 の 燃焼 方 式 で 天然 ガス / 水 素 60% の 混焼 を 実現 し まし た 。 
さら に 、 燃 焼 速度 が 速い と いう 水素 の 特性 に 適合 する 、 水素 
100% か ら 天 然 ガ ス 100% ま で 混焼 比率 を 連続 的 か つ 自 由 に 
変更 で きる 尋 焼 技術 の 開発 に 成功 し 、 神戸 市 ポー ト ア イラ ンド 
に お いて 更 な る 技術 実証 を 進め て いま す *。 


*: NEDO 助 成 事業 [水素 コー ジェ ネ レ ーション シス テム 活用 スマ ー ト コミ ュ ニ ティ 技術 開発 
お いて 、2018 年 4 月 に 市 街 地 に お ける 純 水素 燃料 に よる 熱電 併 給 を 世界 で 初め て 達成 。 


に 】 
2.500 [1 の 液化 水素 貯蔵 設備 
水素 を 日 本 国内 で 利用 し て いく に は 、 液 化 水素 の 貯蔵 タン ク 
や 輸送 用 の コン テ ナ が 必要 で す 。 川崎 重工 に は 、 ロ ケッ ト 
燃料 用 と し て 長期 に わた る 液化 水素 の 運用 実績 が あり 、 
現在 は 真空 断熱 構造 を 持つ 、 日 本 最大 の 2.500m 級 液化 
水素 連 蔵 タン ク を 開発 し 、 神 戸 市 沖合 の 神戸 空港 島 北東 部 
こ 設置 し まし た 。 2020 年 より 技術 実証 を 進め て いま す *。 


O 
ー フ 25 3 C の 極 低温 を 実現 
水素 を エネ ルギー と し て 本 格 的 に 利用 する た め に は 、 大 量 
の 水素 が 不可 欠 で す 。 そこ で 川崎 重工 は 、 産 業 用 で は 初 と 
な る 純 国 産 独 自 技 術 の 水素 液化 シス テム を 開発 ・ 上 市 * し ま 
し た 。 未 利用 資源 の 褐 炭 か ら つ くり 出し た 水素 を -253 て の 
極 低温 で 液化 し 、 体積 を 縮小 する こと で 大 量 輸送 を 可能 に 
し ます 。 
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*:2020 年 6 月 10 来 水素 大 規模 海上 輸送 サプライ チェ ー ン 構築 実証 事 炭 由来 水素 大 規模 海上 輸送 サプライ チェ ー ン 構築 実証 事業 ] 











当社 プレ スリ リー ス 「 





還 内 メー カー 製 初 の 「 水 素 液化 機 」 を 販売 開始 





*:NEDO 助 成 和 














\*:NEDO 助 成 
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業 「 未 利用 褐 5 業 「 未 利 
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ボー イン グ 777-8/-9 の 国際 共同 開発 ・ 生 産 に 参画 


M レ / 川崎 重工 は 、 ボ ー イ ング 社 の 新型 旅客 機 で わる 「777-8/-9」 の 
国際 共同 開発 ・ 生 産 に パー トナ ー 企 業 と し て 参画 し 、 前 部 胴体 

パネ ル ・ 中 部 胴体 パネ ル ・ 主 脚 格納 部 ・ 後 部 圧力 隔壁 な ど を 

EE ビ 19x の に 中 

製造 に お いて は 、3 種 類 の 当社 製 ロ ボッ ト を 組立 ライ ン に 投入 する 

WI EE32 さだ 3 三 ED ツ ニ ヒ ヨゴ モヨ に ミル 】 ロ 目 属 2 寺 PX の Es: 骨 









川崎 重工 の 担当 部 位 ④ 貨 物 鹿 


(赤色 部 分 ) 6 
に 





② 中 肌 





① 前 胴 






⑤ 後 部 圧力 隔壁 
③ 主 脚 格納 部 








> っ と 





























を 3 = 
ミ ee 

9 T-4「 ブ ルー イン パル ス 」 ボー イン グ 787 ド リー ムラ イナ ー 

ー (提供 : 航 空自 衛 隊 ) (提供 :Boeing) 
ケン 。 
と 一 

ェ ー 

に 一 ーー 
ー- A | 














C-2 輸 送 機 











ボー イン グ 777-9 
(提供 :Boeing) 
















まこ に 4 Re NZ 。 op 5 _- > 直 9 x@ 
に 、、 や も に ば ぎ エ し * パ いい ! た ・ 


BK117D-2 型 へ リコ プター CH-47J/JA 型 へ リコ プター 


aa ー ー IL_ Ns 
だ 2 - 和 本 NN 









川崎 重工 は 、1918 年 に 航空 機 製造 事業 を 発足 し て 以来 、 日 本 を 
代表 する 機体 メー カー・ 航 空 エ ンジ ン メ ー カ ー と し て 、 幅 広い 事業 を 
| < レン ラド 1 \. で Trent XWB タ ー ボ ファ ン エ ンジ ン 
展開 し て いま す 。 | ま 。 が 7 月 記 い い (A350XWB 用 ) 
空 宇宙 事業 で は 、P-1 固 定 翼 哨 戚 機 お よび C-2 輸 送 機 な ど 、 防 衛 ( 
省 向 け の 航空 機 の 開発 ・ 製 造 を 行っ て いる ほか 、 ボ ー イ ング 787 


な ど 民 間 航 空 機 の 国際 開発 ・ 生 産 プロ ジェ クト に も 参画 し て いま す 。 昌和 を ア 間 フト テ シ シ シン 





PW 1100G-JM タ ー ボ ファ ン エ ンジ ン 
(A320neo 用 ) 出典 :JAEC 
















































また 、 ベス ト セ ラー 機 ・BK117 を は じ め と し た へ リコ プター、H-IA、 
H-IIB 用 ロケ ッ ト フ ェアリング な どの 宇宙 機器 も 手がけ て いま す 。 

エン ジン 事業 で は 、1954 年 に ジェ ッ ト エ ンジ ン の オー バー ホー ル 事 業 
を 開始 し て 以降 、 ヘ リコ プター 用 エン ジン の 国産 化 、 民 間 旅 客 機 用 
ジェ ッ ト エ ンジ ン の 国際 共同 開発 へ の 参画 な ど に より 、 確 か な 技術 


力 で エネ ルギー 効率 向上 や 環境 負荷 低減 に 寄与 し て いま す 。 


@Rolls-Royce plc 


















T55-K-712A タ ー ポ シャ フト エン ジン 
(CH-47JA へ リコ プ タ 


H3 ロ ケッ ト 衛 星 フ ェアリング 
(提供 :JAXA) 


国際 宇宙 ステ ーション 「 き ぼう] 
(提供 :JAXA/NASA) 
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請 還 馬 高 水準 の 技術 で 、 お 客 様 の ニー ズ に 応え る 
鉄道 シア ステ ム メ ー カ ー へ 。 









と っ = 
車両 (川崎 車両 株 式 会 社 ) 


川崎 重 エ クルー プ は 、1906 年 に 鉄道 車 両 製造 を 開始 し て 以来 、 常 に 技術 の 
先端 を 歩み な が ら その 発展 と 近代 化 の 一 現 を 日本 の トッ プ メ ー カ ー と し て 
担っ て きま し た 。 南 海 鉄道 向け 机 電 動 客車 か ら 始 まっ た 事業 は 、 電 車 ・ 
貨車 ・ 機 関 車 ・ デ ィ ー ゼ ル 機 関 車 な ど 数 多く の 車両 や 各種 鉄道 シス テム に に 
琉大 し 、115 年 の 歴史 と と も に 甘 積 きれ た 優れ た 技術 と 高い 生産 性 を 備え た ec 。 こ | [ 
2 つの 国内 生産 拠点 と 、 北 米 の 2 つの 生産 拠点 か らき さまざま な 鉄道 車両 を 5 7 R211 電 車 ノ 米国 メト ロ ノ ー ス 鉄道 M-8 電 車 ノ 米国 小田 女 電 鉄 5000 形 電車 神戸 市 交通 局 6000 形 電車 
世界 各地 へ 送り 出し て いま す 。 こ れ か ら も 最高 水準 の 技術 で 、 お 客 様 の 


ニー ズ に 応え る 鉄道 車両 シス テム メー カー と し て 社会 に 貢献 し て いき ます 。 


アー 


ーー 


ie ーー テー こ ーー 
JR 貨物 DD200 形 式 デ ィ ー ゼ ル 機 関 車 神戸 新 交 通 3000 形 電車 


川崎 重工 は 、「 エ ネル ギー」「 環 境 ・ リ サイ クル 産業 イン フラ 」「 背 用 推進 シス テム 」 の 
卓越 し た も の づく り と エン ジニ アリ ララ タ 2 納 4 分 野 に お いて 、 開 発 ・ 設 計 か ら 製造 まで 川崎 重 グ ルー プ の 持つ 技術 力 を 発揮 し 、 
多様 な ニー ズ に 上 証 お 客 様 の ニー ズ に 応じ た エン ジニ アリ ング と 最高 品質 の も の づく り で 世界 の 人 々 の 

豊か な 生活 に 貢献 し て いま す 。 






だ 幸 き ::p み と だ ココ ニ ピ 4 


GTG (Gas To Gasoline) プラ ント 






に Le 
| 7 


Ellergy System & P 供 














エネ ルギー 分 野 だ アル ルッ 


EEE ネン を ば や 5 


NO 。 ーー 設 
| ご み 処 理 発電 施 | 
| FLNC(\ キ 上 液化 " 呆 蔵 出荷 設 備 還 | | 旋回 式 スラ スタ 「 レ ックス ペラ 














っ 講 ! 


| 較 | の っ チン 1 複合 低 環 境 負荷 シス テム 「K-ECOS」 措 載 | ーー | 
| フェ ロニ ッ ケ ルプ ラン ト 単 段 タ ー ボ プロ ワ 「MAG タ ー ボ ] ディ ー ゼ ル 主 機関 中 AE | 












船舶 海洋 






高 付加 価値 船 で 海上 輸送 を リー ド し 


大 型 液化 水素 運搬 船 


< ニー ーー ニー ご ーー ニー こ ーー = 2 : 才 す か の NN W - ) と vs】 内 ビー テル リー - ーー ご ーー 
ーー ニー ニー ニー に = 9 ーー ーー で K か コ ー ュ : 4 :g 招 人 紋 導 MN も Ds = W と - ui ー 















どろ ご ど た ろ パパ ど ア 


LPG 運搬 船 


Ship & Offshore ーー 一 
Mallg= ョ ラー 


YYTT 新 - 8 
船舶 海洋 


川崎 重工 の 歴史 は 、1878 年 の 川 因 築地 造船 所 に 始ま り 、 そ れ 以 来 、「 日 本 初 」 と 形容 
され る 数 々 の 船舶 を 建造 し て きま し た 。 

性 能 ・ 信 頼 性 が 高く 評価 され て いる LNG 船 や LPG 船 を は じ め 、 コ ン テ ナ 船 、 バ ル 
クキ ャ リア 、 大 型 タン カー (VLCC) 、 自 動車 専用 船 (PCC) な どの 商船 な ら びに 潮 水 
艇 や 海洋 調査 船 、 巡 視 船 な どの 官公 庁 船 の 建造 を 手がけ る と と も に 、 こ れ ま で の 技 
術 著 積 の 上 に 立っ た 溢 化 水素 運搬 船 や ガス 燃料 船 等 ガス 関連 船 、 自 律 型 無人 潜 
水 機 (AUV) 、 運 航 支援 シス テム 等 の 新た な 分 野 に も 取り 組ん で いま す 。 ag 
川崎 重工 は 、 こ れ か ら ゃ 最新 技術 で 、 常 に "船舶 ・ 海 洋 開 発 の 新 時 代 "を 切り 拓 き ます 。 | 光束 旅 和 (| 意 ジ ェ ッ ト フ ォ イル ) 
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油圧 シス テム の 総合 ソリ ュー ショ ン を 提供 し 
世界 の モノ づく り を 支え 続け る 。 





川崎 重工 は 、 油 圧 業 界 随 一 の 規模 と 生産 設備 を 備え 、 世界 
トッ プ シェア を 誇る 油圧 ショ ベル 用 ポン プ や 旋回 モー タ 、 コ ント 
ロー ル バ ル プ ブ 等 各種 バル プ ブ を は じ め と し た 洒 圧 機器 お よび 、 
油圧 と 制御 の 優れ た 技術 を 活か し た 製鉄 ・ 鍛 圧 を は じ め と 
する 各種 産業 機械 用 シス テム ・ 油 圧 装置 、 能 取 機 ・ 甲 板 機械 
な どの 舶 用 油圧 装置 を 中 心 に 世界 の ユー ザー へ 供給 し て い 
ます 。 

現在 、 西 神戸 工場 を マザー ファ クト リー に 、 日 本 、 イ ギリ ス 、 
アメ リカ 、 中 国 、 韓国 、 イ ンド の 世界 6 極 体制 を 確立 し 、 急 速 
な グロ ー バ ル 化 に 対す る 機動 力 の ある 対応 を 実現 、 
Kawasaki プ ラン ド の 洒 圧 機器 ・ シ ステ ム を 世界 に 広げ て 


電動 油圧 能 取 機 ウイ ンド ラス パイ ロッ トバ ル ブ マル チコ ント ロー ル バ ル ブ ロー ド セ ン シン グ 用 コン トロ ー ル バル ブ ロー ド セ ン シン グ 用 斜 板 形 アキ シャ ルビ ピス トン ポン プ 
PV シリ ー ズ KMX シ リー ズ KLSV シ リー ズ K3VLS シ リー ズ 


仙 板 形 ア キシ ャ ル ピ スト ン ポ ンプ 0 1 M 仙 板 形 ア キシ ャ ル ピ スト ン ポ ンプ 


いま す 。 常 に 新しい 技術 と 製品 の 開発 に 取り 組み 、 品 質 向上 と KZVG シ リー ズ ( 和 -W 軸 K7V シ リー ズ 
製品 の 安定 供給 で 、 世界 の 産業 を 支え 続け ます 。 | 


高圧 水素 減圧 弁 減速 機 付 斜 板 形 アキ シャ ルビ ピス トン モー タ 
M5X-RG シ リー ズ 















双 腕 スカ ラロ ボッ ト 
elU7 パ gol4 リ に コレ < 


区 本 た 
モノ づく りか ら 医 療 まで 、 
カワ サキ ロボ ッ ト は 人 と 社会 の 1 RIPWys 記 
新しい 未来 を つく り ま す 。 NN NE 還 側 | Ao 本 ん 、 9 ぎの MD ポ ッ ト で 、 人 が 行う 作業 を 人 ー 人 分 の 


「 東 LiW と と の た シ を 上 に: と トキ ゴ kc に キ さ の 
Ne 4 < ンジ % 放 。 使い 易 さ を 徹底 的 に 追求 し 、 教 示 を 簡単 に し て 実用 性 

4 こ タデ - ディ P ] を 高め た ほか 』、 オ プシ ョ ン で アー ム 本 体 と コン トロ ー ラ 
を 分 離す る と も 可能 な た め 、 現場 の レイ アウ ト ほ より 
適 じ た 形 IG 導 入 で きま ず 。 さ ら に 、 衝 突 検知 機能 な 杏 
の 安全 機能 を 装備 し て お り 、 作 業者 の すぐ 模 に 設置 四 
還 も ダ い し て 共存 作業 を させ る こと が で さき ます 。 











ii で 呈 


r 周 - セ 
ーー 二 
スポ ッ ト 溶 接 用 ロボ ッ ト BX シ リー ズ 識 
ーー ーー ーーー ーーoq 


世界 一 の ロボ ッ ト 生 産 国 で ある 日 本 に お いて 、 最 初 に 産業 用 ロボ ッ ト の 
生産 と 販売 を 始め た の が 川崎 重工 で す 。1969 年 以来 、 川 崎 重 工 は 、 
リー ディ ング メー カー と し て 、 自 動車 業界 や 電機 ・ 電 子 業界 を は じ め と 
する さま ざま な 業界 向け に 、 スポ ッ ト 溶 接 、 ア ー ク 溶接 、 組 立 ・ ハ ンド リ 
ング 、 塗装 、 パ レタ イズ な ど 多 種 多様 な ロボ ッ ト を 供給 し 、 国 内 外 の 産業 
発展 に 貢献 し て きま し た 。 0 
産業 用 ロボ ッ ト の パイ オニ ア と し て 積み 重ね て きた 実績 と シス テム エン 
ジニ アリ ング 技術 を 駆使 し て 、 人 共存 ・ 協 調 ロ ボッ ト や 医療 用 ロボ ッ ト 
な どの 新 分 野 を 拡大 し 、 人 と ロボ ッ ト の 未来 社会 を 創造 し て いき ます 。 


Sa 


し. 
バー 
F 。 


防爆 塗装 用 ロボ ッ ト K シ リー ズ パレ タイ ズ ロ ボッ ト CP シ リー ズ ピッ キン グロ ボッ ト YF シ リー ズ ウェ ハ 搬 送 ロ ボッ ト 医薬 ロボ ッ ト MS シリ ー ズ 
















ーー em お 


IW【eitelgar/【- 四 [= ン 半 っ 





上 の 2 つ 邦 モー ッ ター サイ クル & エ ンジ ン ( カ ワサ キモ ー タ ー ス 株 式 会 社 ) 






































スー パー バイ ク 世 界 選 手 権 6 連 筑 2019 鈴 鹿 8 時 間 耐 久 ロ ー ド レー ス 2020 AMA スー パー クロ ス 選 手 権 デ II 
26 年 ぶり 2 度目 の 優勝 シリ ー ズ チャ ン ピ オ ン 獲 得 最上 位 機種 の FX1000V EFI 




















スポ ー ツ 施設 


rm 一 ニー ーー 
雪 ば 






健全 な モー ター スポ ー ツ の 普及 の た め 、 モ ー タ ー 
スポ ー ツ ファ ン が 高度 な ライ ディ ング 技術 を 観 て 
| 楽し お 、 あ る い は 自ら スポ ー ツ 走行 を 体験 する 機会 を 
提供 し て いま す 。 地 域 と の 共生 を 図り な が ら 、 国 内 に 
5 国際 規格 サー キッ ト 「 オ ー ト ポリ ス ]」 (大 分 県 ) 等 を 
' 当 所 有 し て お り 、 二 輪 、 四 輪 の レー スイ ベン ト や 走行 会 
EKGAE に きこ 還 三 中 ir【 ひ と の と 4 Sm ンコ 
て 、 二 輪 車 の 研究 開発 の 場 と し て も 使用 し て いま す 。 


M_ 


























オー トド ポ リス サー キッ ト 


KLR650 ADVENTURE TERYX KRX 1000 e プロ 向け の 乗用 芝 刈 機 に 搭載 
※ 海 外向 け モ デル ※ 海 外向 け モ デル 





KawaSaki 


Let the good times roll 


も っ と 楽し も う ! 川崎 重工 グル ー プ の シナ ジー に よる 高い 
= 技術 力 を も っ て 、 圧 倒 的 な パフ ォ ー マ ンス を 体感 で きる 
mW 製品 を 創造 し 、 お 客 様 が カワ サキ プロ ダク ツ と と も に 
過ごす ひと と き に 発 極 の エキ サイ トメ ント を 提供 し 続け 、 
お 客 様 に 心 豊か な 暮らし を お 届け し ます 。 


汎用 ガソリン エン ジン 一 一 一 
川崎 重工 が 汎用 ガソリン エン ジン を 通し て お 客 様 
に 提供 する 「 信 頼 ] は 、60 年 以上 の 歴史 に 裏 打 
ちさ れ た 確か 寺 と 高い テス ト 基 準 、 お 客 様 
の 声 を 第 一 に 考え 製品 開発 に 反映 させ る 姿勢 と 
それ に よっ て 作り 出さ れる 高 品質 な エン ジン に 
よっ て 築き 上 げ ら れ ま し た 。 
世界 中 で 様々 な 作業 機 に 搭載 され る 当社 の 汎用 
ガソリン エン ジン は 、 な か で も 米国 で 芝 刈 り を 
生業 に する 作業 者 か ら 絶大 な 信頼 を 得 て お り 、 
業界 トリップ シェア を 誇っ て いま す 。 


ア 


厳し い 基準 を クリ ア し て 生産 され る 
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ジー 1/ 


詩人 … 戸 技術 力 で 未来 を 拓く 価値 を 創り 出し ます 。 


川崎 重工 グル ー プ の 将来 に わた る 企業 価値 向上 に 向け て 、 事 業 部 門 の コア ・ コ ン ピ タ ンス の さら な る 強化 、 
「 技 術 の シナ ジー」 の 活用 も 進め な が ら 、 競 争 力 の ある 「 新 製品 ・ 新 事業 ] の 開発 に 、 事 業 部 門 と 本 社 技術 開発 
本 部 が 一 体 と な っ て 取り 組ん で いま す 。 

これ まで 市 場 に 提供 し て きた 当社 の 優れ た 製品 群 に つい て 、 そ れ ら の 次 期 製品 の 競争 力 強 化 に 貢献 する 
技術 開発 を 推進 し て いま す 。 ま た 近年 、 市 場 環境 ・ 社 会 課題 ・ 技 術 革 新 な ど 女 速 な 変化 が 生じ て お り 、 現 有 
技術 の 延長 線上 の 開発 だ け で は 十分 な 競争 力 を 維持 で き な い 可能 性 が あり ます 。 こ の た め 現 有 コ ア ・ コ ン ピ 
タン ス の 一 層 の 強化 に 加え て 、 将 来 の 新た な 価値 観 や 社会 課題 を 予測 し 、 そ れ ら に 対応 する 新た な 技術 開発 
( 非 連 続 な イノ ベー ショ ン ) に も 積極 的 に 挑ん で いま す 。 


新た な 価値 観 ・ 市 場 の 出現 (上 PP 「 TE へ の 
ミ 鐘 急 激 に 変化 する 社会 ニー ズ ミ 2 
区 な イノ ベーション MM 


念 低 炭 素 、 さ ら に 脱 炭 素 へ 
人 @ 自 動 化 、 さ ら に 自律 化 へ 
@ デ ジタル イノ ベー ショ ン 





品 競 省力 の 強化 


み まお 


中 小型 航空 エン ジン 





次 期 フ ラッ グ シ ッ プ 標準 車両 


モデ ル 





建 機 農 機 
自動 化 支 援 シ ステ ム 


手術 支援 ロボ ッ ト 


GEEEZEZ9 っ 生 



















将来 の 社会 課題 へ の 対応 


( 次 世代 の 主力 製 品 ) 


RgS 人 中 | 認 ター 


\N 
還 還 日 デ デ ーー 


次 世代 民需 航空 機 





水素 ガス ター ビン 


次 世代 高速 車両 


自律 型 産業 ノ 
サー ビス ロボ ッ ト 


精密 機械 ・ ロボット 





将来 油圧 シス テム 


「 新 製品 ・ 新 事業 ] に 向け た 


EE4U0EE: 


地球 環境 の 保全 や エネ ルギー の 安定 供給 に 対す る 社会 
的 な 要求 の 高まり と 、 資 源 国 な どの 変化 の 激しい 市 場 や そ 
れ に と も な う 製 品 生 産 環境 の 急激 な 変化 一 一 。 こ の よう な ダ 
イナ ミッ ク な 動き に 応え る た め 、 川 崎 重 工 グ ルー プ で は 「 新 製 
品 ・ 新 事業 ] に 向け た 研究 開発 を 加速 さす て いま す 。 

大 幅 な 需要 増 が 見 込ま れる 民間 航空 機 お よび その エン 
ジン な どの 「 航空 字 宙 シス テム ]」 製品 、 地 域 の 多種 多様 な エ 
ネル ギー ニー ズ に 応え る ガス ター ビン ・ ガ スエ ンジ ン を は じ め と 
する 「 エ ネル ギー・ 環 境 プ ラン ト ] 製品 、 資 源 国 な ど に お ける イ 
ン フ ラ 整 備 や 生産 設備 投資 ある い は 省 人 化 に 対応 し た 油 
圧 機器 や 産業 用 ロボ ッ ト と いっ た 「 精密 機械 ・ ロ ボッ ト ]」 製品 、 
さら に 陸 ・ 海 の フィ ー ル ド で 人 や 物 の 輸送 を 担う モー ター サイ 
クル ・ 鉄 道 車両 ・ 船 舶 な どの 「 交 通 ・ 輸 送 ] 製 品 な どの 広範 な 
事業 分 野 に お いて 、 さ ま ざ ま な 市 場 ニ ーー ズ に 適し た 「 新 製 
品 ・ 新 事業 ] を 実現 する た め に 必要 と な る 技術 を 、 事 業 部 門 
と 本 社 技術 開発 本 部 が 一 体 と な っ て 開発 し て いま す 。 

また 、 製 品 開発 に お ける 課題 解決 の 前 倒し や 設計 段階 で 
の 製品 へ の 付加 価値 の つく りこ み 、 あ る い は 先進 的 な 生産 ・ 
製造 技術 を 設計 段階 か ら 積 極 的 に 適用 する こと で 商品 価 
値 を 向上 する な どの 、 事 業 部 門 に お ける 製品 開発 の プロ セ 
スイ ノ ベ ー シ ョ ン に つい て も 、 事 業 部 門 の 取り 組み を 強力 に 
支援 し て いま す 。 





将来 の 「 新 製品 ・ 新 事業 」 の 





語 中 回 PC 叶 E40( 遇 E: 


川崎 重工 グル ー プ で は 、 将 来 の 社会 を 思い 描い て 新た な 
ニー ズ を 予測 し た 上 で 、 次 世代 を 支え る 「 新 製品 ・ 新 事業 」 
の 創出 を 目指 し た ビジ ョ ン ・ オ リエ ン テ ッ ド な 技術 開発 を 行っ 
で ES 

この た め 、 新 た な 顧客 価値 創造 の 源 と な る | 基盤 技術 の 
育成 ・ 強 化 を 進め る と と も に 、ICT/IToT や AT な どの 最新 の 
デジ タル 技術 を 活用 し 、 製 品 メ ン テ ナ ンス な どの サー ビス 事業 
MO 工場 間 や サプライ チェ ー ン 全体 を 

通じ た 生産 設備 の ネッ トワ ー ク 化 に よる も の づく り 草 新 、 
バリ ュー チェ ー ン 全体 に お ける 業務 プロ セス の 高度 化 に よる 
新 ビ ジネス モデ ル の 創出 な ど に つい て も 、 事 業 部 門 と 本 社 
技術 開発 本 部 が 協力 し て 取り 組ん で いま す 。 

また 、 国 の エネ ルギー 基本 計画 に 盛り 込ま れ て いる 「 水 素 
を 本 格 的 に 利 活用 する 水素 社会 ] の 実現 を 見 据え 、 水 素 の 
| 製造] から 「 輸 送 ・ 貯 蔵 」、| 利 用] まで の サプライ チェ ー ン の 
早期 構築 に 向け た 技術 開発 を 、 国 内 外 の 政府 機関 や 関連 

企業 各社 な ど と 連携 し て 取り 組ん で いま す (P7-8 
| Kawasaki Hydrogen Road」 を ご 覧 くだ さい ) 。 


/ */ 


内 生産 拠点 
を 2 応 


先 実 じ だ ネン ソト ワー ク で 
全国 の お 客 様 か ら の 需要 に 応え て いま す 。 ロ 






















































































































































































































































































































































































































































































北海道 支 社 
川崎 重工 は 、 東 京 と 神戸 の 2 本 社 体制 を と り 、 技 術 開発 拠点 は 明石 工場 (兵庫 県 N - 
ー タ リ 除 と 
明石 市 ) 内 に か まえ 、 陸 ・ 海 ・ 空 に わた る 川崎 重 エ グル ー プ の 製品 群 は 、 関 西 、 中 部 ーー R408 
に 回 (株 ) NICHIJO 時 工場 稲穂 工場 (札幌 市) 
な ど 各地 に 位置 し た 工場 で 生み 出さ れ て いま す 。 < 生生 穫 BUICOOR 
また 営業 拠点 は 、 北 海道 か ら 沖縄 まで 全国 に 配置 し て いま す 。 Mg 
呈 生産 拠点 
^。 関連 企業 生産 拠点 
7 東京 本 社 

岐阜 工場 (岐阜 県 各務 原市) 名 古屋 第 一 工場 (愛知 県 弥富 市 ) 名 古屋 第 二 工 場 (愛知 県 飛島 村 ) 川崎 車両 (株 ) 東京 本 社 

e 敷 地面 積 :726.000mz e 敷 地面 積 : 222.000mz e 敷 地面 積 : 18.000m: カワ サキ モー ター ス (株 ) 東京 事務 所 

@ 生 産品 目 : 航空 機 、 宇 宙 機 器 @ 生 産品 目 : 航空 機 @ 生 産品 目 : 航空 機 

@@ 東北 支社 
), 関 明細 
* ジャ イト リ 久 必 ッ シャ 0 に タタ ルクス 4 ァ ed ウル ルル 
(株 ) アー ステ クニ カ 人 千代 工場 (千葉 県 八千代 市 ) 日 本 飛行 機 ( 株 ) 横浜 工場 (横浜 市 ) 

川重 冷熱 工業 (株 ) 滋賀 工場 (滋賀 県 草津 市 ) e 救 地面 積 : 140.000m: e 敷 地面 積 :151.600m: 

e 敷 地面 積 : 130.000m: e 生 産品 目 : 破砕 機 、 環 境 関連 機器 、 粉 耕 機 、 耐 摩耗 鋳鋼 製品 e 生 産品 目 : 航空 機 、 宇 宙 機 吉 

@ 生 産品 目 : 空調 機 ( ナ チュ ラル チ ) 、 汎 用 ボイラ | 5 4 

@ 中 国 支 社 計 9 邊 日 本 飛行 機 ( 株 ) 厚木 工場 ( 礎 市) 
記 国 13] ロ ^ @ 中 部 支社 2 e 敷 地面 積 : 67.900m2 
1e 全 計 @ 画 還 34 es 機能 : 航 空 機 束 備 、 改 修 
@ 九州 支社 | 18 15 |e 78 
19 関西 支社 


















































神戸 工場 (神戸 市 ) 川崎 車両 (株 ) 神戸 本 社 (神戸 市 ) 西 神戸 工場 (神戸 市 ) 西 神 工 場 (神戸 市 ) 

























































































































































































e 敷 地面 積 :360.000m<* e 敷 地面 積 :220.400m: e 敷 地面 積 :228.000m: e 敷 地面 積 : 100.000m: 
MEMS NE * 生 産品 目 鉄道 e 生 産品 目 : 油圧 機 吉 装 置 、 機 製品 e 生 産品 目 : 航空 位 用 エン ジン 、 

















クリ ー ン ロ ポ ボッ ト ガス ター ビン 部 品 





坂出 工場 (香川 県 坂出 市 ) 





@ 敷 地面 積 :911.000m: 
@ 生 産品 目 : 船舶 : 海 洋 機器 







































































































































































































































































@ 沖縄 支社 N で 
明石 工場 (兵庫 県 明石 市 ) 技術 開発 本 部 (明石 工場 内 ) 播磨 工場 (兵庫 県 据 磨 町) 川崎 油 工 (株 ) (兵庫 県 明石 市) 
カワ サキ モー ター ス (株 ) 本社 ・ 本 社 工場 川崎 車両 (株 ) 播磨 工場 (兵庫 県 加古 川 市 ) e 敷 地面 積 : 36.400mz 
@ 敷 地面 積 :510.000mz: e 敷 地面 積 : 445.000m: e 敷 地面 積 :51.000m: @ 生 産品 目 : 油 正 プ レス ・ 舶 用 能 取 機 ・ 
* 生 産品 目 : 航空 機 用 エン ジン 、 二 輸 車 生産 品目 : エネ ルギー・ 環 境 設備 、 鉄 道 車両 、 @ 生 産品 目 : 二 輸 ンジ ン 部 品 、 そ の 他 その 他 油 庄 機器 装置 

ボッ ト 、 ガ スタ ー ビ ン (艦艇 用 ・ 産 業 用 ) 舶用 機械 、 そ の 他 







































































pp だ ゴリ | 








世界 市 場 ビ 多種 多様 な 製品 を 送り 出す 、 
隊 病 間 還 較 症 し ネツ トワ ー フ 。 





川崎 重 エ グル ー プ で は 、 モ ー タ ー サ イク ル を は じ め 、 鉄 道 車両 、 油 圧 機器 、 汎 用 ガ ソ 
リン エン ジン 、 船 舶 、 舶 用 機械 の 各 分 野 で 本 格 的 な 海外 生産 を 行っ て お り 、 そ の 充 































































































Kawasaki Motors Manufacturing Kawasaki Motors Manufacturing 
二 IN 呈 ー、【 Corp., U.S.A. Corp., U.S.A. 
実 し た ネッ トワ ー ク を 通じ て 製品 を 世界 各地 に 送り 出し て いま す 。 Lincoln Plant Maryville Plant 
ヽ ヽ 1Z ペー 選 ニー ヽ (アメ リカ ・ ネ ブラ スカ 州 リ ンカ ー ン ) (アメ リカ ・ ミ ズー リ 州 メア リー ビル ) 
E ーー 野 笛 り ヽ 生 1 三 | 4 胃 隊 c 放 は マ ヽ 
2002 年 、 鉄 道 車両 一 貫 製 造 工場 を 米国 ネブラスカ 州 リン カー ン に 、 さ ら に 近年 で は REPOOH SURYA 
舶用 機械 、 油 圧 機械 な どの 生産 拠点 を 中 国 ・ イ ンド に 建設 し まし た 。 で 
























































クラ フト 「 ジ ェ ッ トス キー」、 鉄 道 車両 、 


1975 年 、 わ が 国 の 二輪 車 ・ 四 輪 車 業界 の トッ プ を 切っ て 、 ア メリ カ で の 現地 生産 を 































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































川崎 (重慶) 機器 人 工程 有限 公司 武漢 川崎 船用 機械 有限 公司 航空 機 コ ン ポ ー ネ ン ト 
始め た Kawasaki モ ー タ ー サ イク ルー 一 その チャ レン ジ 精 神 と ノウ ハウ は 、 他 分 野 の (中 国 ・ 章 鹿 ) (四国: 葉 江 ) 
e 敷 地面 積 :20.000m2 e 敷 地面 積 :20.000m: 
海外 展開 に も 大 い に 活か され て いま す 。 生産 品目 : 双 腕 スカ ラロ ボッ ト e 生 産品 目 : 朋 用 機械 
Kawasaki Precision Machinery Kawasaki Rail Car, Inc. 
(USA), Inc. (アメ リカ ・ ニ ュー ヨー ク 州 ヨン カー ス ) 
(アメ リカ ・ ミ シ ガ ン 州 グ ラン ド ・ ラ ピッ ズ ) e 敷 地面 積 :32.000m: 
e 敷 地面 積 :6.600m2 @ 生 産品 目 : 鉄道 車両 
< ュ 安 役 海 螺 川 崎 節 能 設備 製造 有限 公司 川崎 精密 機械 (蘇州 ) 有 限 公司 @ 生 産品 目 : 油 庄 ポ ンプ 
1 (中 国 ・ 無 湖 ) (中 国 ・ 和 蘇州) 
Kawasaki Precision Machinery @ 敷 地面 積 : 140.000m: @ 敷 地面 積 :91.773m2: 
(U.K.) Ltd. @ 生 産品 目 : セメント 排 熱発 電設 備 用 ボイラ 、 劉生 産品 目 : 油 圧 ポ ンプ ・ モ ー タ ・ バ パル ブ 、 
(イギリス ・ プ リマ ス ) CK ミル 、 都 市 ご み 焼 却 設備 その 他 省 エネ ・ その 他 油 圧 装置 、 産 業 ボッ ト 
e 敷 地面 積 :68.000m2: 環境 対策 設備 の 製造 、 販 売 男 
e 生 産品 目 : 油圧 ポン プ ・ モ ー タ 、 時 厨 19 L」 
その 他 油 圧 機器 四 17 18 20 
13 。 王 議 1 安 徹 海 螺 川 崎 装 備 製造 有限 公司 
- (中 国 ・ 湖 ) 
9 一 画 還 一 10 | e 敷 地面 積 :327.000m: 
] 14 @ 生 産品 目 : セ メン ト 設 備 の 設計 お よび 製作 ・ 
11 12 販売 メンテナン ス 、 ア フタ ー サ ービス 、 
7 8 予備 品 の 提供 
画 3 し 画 
画 2 4 6 
Wipro Kawasaki Precision India Kawasaki Motors Pvt. Ltd. 
Machinery Pvt. Ltd. (イン ド ・ マ ハラ シュ トラ ) 
(イン ド ・ パ ン ガ ロー ル ) e 敷 地面 積 :21.066mz: 
e 敷 地面 積 :20.843m2 e 生 産品 目 : モー ター サイ クル 時 
$ 生 産品 目 : 油 庄 ポ ンプ ・ モ ー タ 5 川崎 春 上 光 精密 機械 ( 洒 江 ) 有限 公司 常州 川崎 光陽 発動 機 有 限 公司 
(中 国 ・ 洒 江 ) (中 国 ・ 常 州 ) 
e 敷 地面 積 :20.000m2 e 敷 地面 積 :12.281m2: 
9 生産 品目: 油圧 ポン プ ・ モ ー タ 生産 品目: 汎用 ガソリン エン ジン 




































































Kawasaki Motors Enterprise PT. Kawasaki Motor Indonesia Kawasaki Motors (Phils.) 南通 中 遠 海運 川崎 船舶 工程 有限 公司 大 連中 遠 海運 川崎 船舶 工程 有限 公司 Flutek, Ltd. Kawasaki Motores do Brasil Ltda. 


























































































































































































































































































































(Thailand) Co., Ltd. (イン ド ネ シア ・ ブ カシ ) Corporation (中 国 ・ 南 通 ) (中 国 ・ 大 連 ) (韓国 : チ ャ ン オ ン 、 ウ ー リ ョ ン ) (ブラ ジル ・ マ ナウ ス ) 
(タイ ・ ラ ヨン ) e 敷 地面 積 :20.000m: (フィ リピ ン ・ マ ニラ ) e 敷 地面 積 :930.000m: e 敷 地面 積 : 1.910.000mz: e 敷 地面 積 :54.921m2 e 敷 地面 積 :13.000m2 
e 敷 地面 積 :150.000mz: @ 生 産品 目 : モーター サ イク ル e 敷 地面 積 : 24.000mz: @ 生 産品 目 : 船 舶 生産 品目 : 船 般 @ 生 産品 目 : 油圧 ポ ンプ ・ モ ー タ 、 @ 生 産品 目 : モー ター サイ クル 
@ 生 産品 目 : モー ター サイ クル @ 生 産品 目 : モー ター サイ クル 舶用 能 取 機 、 舶 板 機 、 
その 他 油 圧 機器 






































川崎 重工 グル ー プ は 、 グ ルー プ ミ ッ シ ョ ン 「 世 界 の 人 々 の 
豊か な 生活 と 地球 環境 の 未来 に 貢献 する "Global 
Kawasaki"] に 基づき 、 事 業 活動 を 通じ て 持続 可能 な 社会 
の 実現 を 目指 し て いま す 。 グ ロー バル な 社会 課題 を 積極 
的 に 認識 し 、 グ ルー プ の シナ ジー と イノ ベー ショ ン に より 、 
国連 が 提唱 する SDGs(Sustainable Development Goals 
「 持 続 可 能 な 開発 目標 」) に も 貢献 し て いき ます 。 

また 、 ス テー ク ホ ル ダ ー か ら の 期待 に 応え 、 社 会 か ら 信 頼 
され つづ ける 企業 で ある た め に 、CSR 活 動 を 推進 し て い 
ます 。 

社会 貢献 活動 に つい て は 、 グ ルー プ の 強み と 従業 員 一 人 
ひと り の ちか ら を 活か し な が ら 、 地 域 社 会 の 存続 ・ 発 展 へ の 
寄与 、 未 来 の テク ノロ ジー を 担う 次 世代 の 育成 、 お よび 
環境 保全 へ の 貢献 に 重点 を 置い に 、 さ ま ざ ま な 活動 を 展開 
し て いま す 。 





実験 工作 教室 に よる 次 世代 育成 支援 活動 





に つなが る 貢献 の 輪 を 広げ ます 。 


SUSTAINABLE / で ざら 
DEVELOPMENT ssALS 


1 生計 ye 


置 証 朝 さ ごま ざま な 分 野 で 、 社 会 貢献 を 続け て いき ます 。 


Image @ The Metropolitan Museum of Art 


米国 の 教育 文化 施設 へ の 支援 活動 





川崎 重工 で は 、 子 ども た ちの 科学 や も の づく り へ の 関心 を 
喚起 する た め 、 自 社 製品 を 基 に し た 実験 工作 教室 を 各地 で 
実施 し て いま す 。 

実験 工作 教室 で は 、 従 業 員 が コー チ 役 と な り 、「 学ぶ 」 
2 くる UI 策 し e II た する | た まあ ソー ド に も た ちか が 
製品 に 関連 する 理科 の 知識 を 楽し みな が ら 学 べ る よう 工夫 を 
凝ら し て いま す 。 子 ども た ち に | 技術 の 素晴らし さき 」 と [も の づく り 
の 大 切 さき 」 を 伝え る こと で 、 未 来 の テク ノロ ジー を 担う 次 世代 の 
育成 に つなげ て いき た いと 考え て いま す 。 


/ ぁ / 





米国 の 川崎 重工 グル ー プ で は 、 ニ ュー ヨー ク の メト ロ ポ リタ ン 
美術 館 に 1993 年 か ら 寄 付 を し て お り 、 そ の 寄付 金 は 美術 品 の 
修復 な ど に 使わ れ て いま す 。 

また 、Kawasaki Motors Manufacturing Corp., U.S.A. が 
拠点 を お く ネ ブラ スカ 州 で も 当社 グル ー プ は 、 地 元 の ネブラスカ 
大 学 に 、 日 本 の 図書 を 集め た 「 川 因 文 庫 」 の 運営 資金 や 国際 
交流 セン ター 建設 な ど に 寄付 し て いま す 。 










カワ サキ ワー ルド 


Kawasaki RoDbostage 


ーー 





Kawasaki Robostage は 、 東 京 ・ お 台場 に ある 
ロボ ッ ト の ショ ー ル ー ム で す 。 川 崎 重 工 が 持つ 
ロボ ッ ト 分 野 の 最 先端 の 技術 と ノウ ハウ を 見 て 
触れ て 体験 し て くだ さい 。「 人 と ロボ ッ ト の 共存 ・ 
協調 の 実現 ] を コン セプト と し た 、 新 製品 の ロボ ッ 
ト を いち 早く 見 る こと の で きる 空間 で す 。 


カワ サキ ワー ルド は 、 神 戸 に ある 川崎 重 エ グル ー 回 gp 国 
プ の 企業 ミュ ー ジ アム で す 。 代 表 的 な 製品 を 
「 見 て 」「 触 れ て ]」 い た だ く と と も に 、 楽 し く 学び 
か つ 遊 びな が ら 「 技 術 の すばらし さ 」 と 「 も の づ 
くり の 大 切 さ 」 を 実感 し て いた だ く こと を 目指 し 
て いま す 。 










HNSUUERS 


「 私 た ち は カ ワ る 、 そ の サキ に お むか っ て 挑戦 する ] と いう 社会 課題 と 向き 合う 川崎 重 エ グル ー プ の 技術 や 国民 回 
に 
回 


想い と 「 社 会 が カワ っ て いく 、 そ の 一 歩 サ キ ペ へ 」 と いう 閣 
意志 を 込め て 今後 も 社会 的 価値 を 提供 し て いき ます 。 周 





取り 組み を 、 わ か りや すく 紹介 する WEB メ ディ ア 
で ず び 。 


監 】 facebook 


オフ ィ シ ャ ル FacebDook ペ ー ジ と し て 、 ニ ュー ス 
や イベ ント の 紹介 な ど 、 川 崎 重 工 グ ルー プ に まつ 
わる 様々 な トピ ッ ク を 発信 し て いき ます 。 


Hydrogen Road 


水素 エネ ルギー が も た ら す 新しい 未来 を 、 世 界 中 の 
人 々 へ 。Kawasaki グ ルー プ の 総合 力 を 結集 し た 
取り 組み は 、 す で に は じ ま っ て いま す 。 










Corporate Data 


創業 1878 年 (明治 1 1 年 ) 東京 本 社 

了 明治 〒105-8315 
本 8 生生 東京 都 港 区 海岸 1 丁目 14 番 5 号 
資本 金 1.044 億 円 (2021 年 3 月 31 日 現在 ) Tel 03-3435-2111 


Fax.03-3436-3037 


神戸 本 社 

〒650-8680 

兵庫 県 神戸 市 中 央 区 東川 崎 町 1 丁目 1 番 3 号 (神戸 フリ スタ ル タ ワ ー) 
Tel. 078-371-9530 

Fax.078-371-9568 


従業 員数 (連結) 36,69 1 人 (2021 年 3 月 31 日 現在 ) 
売 14,884 億 円 (2021 年 3 月 其 ) 


連結 子会社 数 99 社 (2021 年 3 月 31 日 現在 ) 











ル 下 に 列挙 する も の は 川崎 重工 業 株 式 会 社 の 登録 商標 で す 。 
ジェ ッ ト フ ォ イ ル 」、「JETFOIL」、「CGREEN/ プ リー ン 」 ロ ゴ 、「 レ ッ フ スペ ラ 」、「K-ECOS」、「U-KACC」、「MAG タ ー ボ 」、「MAG TURB0」、「MAG Turbo」 ロ ゴ 、「ECO SERVO」、「duAro」、「duAro] ロ ゴ 、 
Robostagel」、「Successor 
の みん duHro MAeTurbor 

ダリ ー シ 
下 に 列挙 する も の は カワ サキ モー ター ス 株 式 会 社 の 登録 商標 で す 。 
RIDEOLOGY]」、「RIDEOLOGY」 ロ ゴ 、「Z」 ロ ゴ 、「NINJA]」、「Ninja」 ロ ゴ 、「 ジ ェ ッ ト ス キー」 、「Jet Ski」、「JET SKi」 ロ ゴ 、「MULE」、「MULE」 ロ ゴ 、「KLR]、「TERYX」 ロ ゴ 、「AUTOPOLIS」、「KLX」 


人 ダーマ kpgorooy ング ん 多 科 2 くん /MUILE、 ==z テ ッ ン r 
hinotori"] は 株 式 会 社 メデ ィ カ ロイ ド の 登録 商標 で す 。 


























































































































